
 

 

鈴鹿市高齢者福祉計画 

【第９次計画（２０２１～２０２３年度）】 

── 概 要 版 ── 
 

少子高齢化・人口減少社会の到来により，高齢者を取り巻く状況は，介護保険制度の

持続可能性や人材不足によるサービスの低下など，様々な課題が懸念されています。 

鈴鹿市では，高齢者を含むあらゆる住民の皆様にご参画いただくことで，高齢者が尊

厳を持ち，地域の中でいきいきと暮らし続けられるよう一人ひとりに寄り添った，住ま

い，医療，介護，予防，生活支援などが，切れ目なく一体的に提供されることをめざし

て，鈴鹿市高齢者福祉計画【第９次計画（2021～2023 年度）】策定しました。 

 

◎計画の基本理念・基本目標と施策体系 

この計画は，長期的な視点に立ち，市の最上位計画である「鈴鹿市総合計画２０２３」

の後期基本計画に沿って，福祉分野の上位計画に位置づけられている「第２期鈴鹿市地

域福祉計画」との整合を図り，鈴鹿亀山広域連合が策定する第８期介護保険事業計画と

一体性を持ちながら，次のとおり基本理念及び基本目標を定め，以下の体系で施策を展

開していきます。 

 

〔基本理念〕 

 

地域の中で高齢者が自分らしく生きるまち 

「すずか」をめざして 
 

 

 

 

 

 

 

 

     〔基本目標１〕          〔基本目標２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシステム 
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◎第９次計画のトピックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつまでも元気に暮らすために･･･ 

生活支援・介護予防 

住まい 

■在宅系サービス 
・訪問介護 ・訪問看護 

・通所介護 ・短期入所生活介護 

・福祉用具 

・小規模多機能型居宅介護 

・24 時間対応の訪問サービス 

・看護小規模多機能型居宅介護 

             等 

■施設・居住系サービス 
・介護老人福祉施設 

・介護老人保健施設 

・認知症共同生活介護 

・特定施設入所者生活介護 

           等 

■日常の医療 
・かかりつけ医，有床診療所 

・地域の連携病院 

・歯科医療、薬局 

地域づくり協議会（自治会，民生委員・児童委員,老人クラブ,

地区社会福祉協議会）,ボランティア団体,ＮＰＯ 等 

・地域包括支援センター 
・ケアマネジャー 

通院・入院 

通所・入所 

■病院 
 急性期,回復期,慢性期 

病気になったら･･･ 

医 療 
介護が必要になったら･･･ 

介 護 

■地域で取り組む 
・介護予防教室やサロン活動等の 

 集いの場づくり 
・生活支援等のボランティア活動 
・見守り活動        等 

第１層 
鈴鹿市全域 

第２層 
日常生活圏域 

第３層 
地域づくり 
協議会単位 

・生活支援 

 コーディネーター 

・生活支援 

 コーディネーター 

・生活支援 

 コーディネーター 

医療と介護が必要になっても， 
住み慣れた地域で暮らし続けるために･･･ 

医療・介護連携 

・在宅医療・介護 
 連携支援センター 

・認知症初期集中 

 支援チーム 

・医療職,介護職,専門医 
医療・介護連携 

〔在宅医療･介護連携支援センター〕 

総合相談・支援，権利擁護など 
〔地域包括支援センター〕 

認知症施策 

介護予防・生活支援 
〔介護予防活動〕〔生活支援サービス〕 

〔サロンなどの通いの場づくり〕 
〔ボランティア〕〔地域での見守り〕 

防災・生活安全対策 
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鈴鹿市における地域包括ケアシステムのイメージ ○日常生活圏域ごとに，きめ細かな相談・支

援を実施 

日常生活圏域を８つのエリアに定め，それ

ぞれの圏域に地域包括支援センター（右側

参照）を設置して，地域の身近なところで

高齢者に関する相談を受け付けています。 

○重層的な取組によって，地域包括ケアシステムの構築を推進 

在宅高齢者の療養及び介護を支援する「医療・介護の連携」と住民主体の「介護予防・生

活支援」を両輪とした地域包括ケアステムの構築を推進します。 

また，地域ケア会議を重層的に開催し，地域課題を把握，検討及び政策形成へつなげます。 

○地域包括支援センターの機能を強化 

市内８か所に設置された地域包括支援センター

は，関連する機関と連携しながら，高齢者の問

題を含む様々な課題に対応します。 

あわせて１か所に設置された基幹型地域包括支

援センターが，８つの地域包括支援センターの

連絡調整や，困難事例への対応の支援などを行

います。 

地域包括支援センター 
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○住民主体の「介護予防・生活支援」を推進 

地域住民のみなさまが，自ら取り組む介護予防や，お互い様の気持ちで支え合う

生活支援などの地域の活動を推進することにより，健康寿命の延伸と住み慣れた

地域での暮らしの継続を目指します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民お一人お一人が「自助」を心がけるとともに，「共助」へのご理解と，

「互助」へのご参画が不可欠です。 

地域包括ケアシステムの深化・推進と地域共生社会の実現に向けて，市民の

みなさまのご理解，ご協力をお願いいたします。 
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互助 

公助 共助 

自助 

■自分のことを自分でする 

■自らの健康管理（セルフ 

ケア） 

■市場サービスの購入 

■当事者団体による取組 

■高齢者によるボラン 

ティア・生きがい就労 

■ボランティア活動 

■住民組織の活動 

■ボランティア・住民組織の 

活動への公的支援 

■介護保険に代表される 

社会保険制度及びサービス 

■高齢者福祉事業など 

■生活保護 

■人権擁護・虐待対策 

住民 
(個人･家族) 

保険者(広域連合) 
医療機関 

介護保険サービス事業所 
         など 

市・県・国 

地域づくり協議会 
ボランティア団体 

ＮＰＯ 
       など 

自助，互助，共助，公助からみた協働による取組のイメージ 

○協働と役割分担によって，地域包括ケアシステムの深化・推進と地域共生社会を実現 

地域包括ケアシステムは，「自助・互助・共助・公助」の４つの支援と役割分担・協働を

重視した取組を推進しています。 

自助は，市場サービスの購入も含めて自分のことは自分でする，自ら健康管理をするこ

とです。互助は，お互い様の気持ちで支え合う自発的な地域活動です。共助は，介護保険

などを指し，自助，互助，共助では解決できない貧困や虐待に関しては公助による取組で

進めます。 

特に互助では，あらゆる住民，団体等が参画する「地域共生社会」の実現も視野に入れ，

協働と役割分担により地域づくりを進めることができるよう支援を行っていきます。 


